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人工知能技術と脳ビッグデータに基づく
精神疾患バイオマーカの開発と個別化医療の実現

研究成果:独立イノベーション分解法の提案と脳計測データへの適用

脳回路バイオマーカ

データ駆動
表現学習

（未知）非線形
ダイナミクス

観測信号

観測信号
（過去）

潜在成分

（未知）非線形
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ダイナミクスを駆動; 入力（トルク）・刺激・文脈・環境など

Morioka, et al., AISTATS 2021 (oral)

何がダイナミクスを駆動？観測時系列だけから推定したい！

潜在成分に独立性と非定常性を仮定→良設定化

自己教師学習法を３種類提案→容易に学習可

汎用的な非線形ダイナミクス解析法→広い応用，

大きな学術的・社会的インパクト

Independent innovation analysis (IIA)
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IIA

（推定）

長所： 解析が容易（VARなど）

欠点： 低い表現力

長所： 高い表現力

欠点： 不良設定．推定法なし

従来：加算モデル 一般化非線形モデル

脳活動計測データ

潜在成分（未知）

観測

ダイナミクス（未知）

推定
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識別
（聴/視） 脳デコーディング精度が向上！精神疾患応用へ

外部刺激成分(     ) が分離抽出


